








要約:産科救急症の発生は、母体要因と新生児要因に分けて検討する必要がある。そこで

日産婦報告による母体死亡率、鹿児島市立病院産婦人科での産科救急症の発生の検討を基

に宮崎県における母児救急症の発生数を試算した。この結果、宮崎県では年間 250 件(月

間 20 件)の産科救急症が発生することになる。宮崎県を 4つの地区に分けて、地区別産科

救急症の発生数を試算した。その結果、月間発生数はそれぞれ 5、11、6、1.6 件となった。

日常のルーチンワークの他に、これらに対応できる人員および施設の配置が必要と考えら

れる。これは地方都市の一モデルとして参考になる試算と思われる。


